



第1章 京都 の 染 織
1、日本文化における京都の位置
日本 における染織の歴史は奈良時代(世 紀)か ら始まっているが、8世 紀末
か ら19世紀末 まで 「平安京」と呼ばれていた京都が染織文化の中心であった。
京都には天皇がいたため染織業をは じめ、すべての文化が集中した場所であっ
た。文化 は京都中心に展開していった。室町から桃山時代末にかけての衣服に
は 「小袖」(いわゆるキモノの原型)が 流行 したが、その装飾には 「辻が花」
と呼ばれる染織装飾が流行 した。この技法は、絞 り染(文 様を絞って表す)+
刺繍+描 画(墨 線 ・朱線)+摺 り(金箔 ・銀箔)の 技法が混合 して使用された
ものであった。江戸時代中期 に京都で友禅染が出現 し、これがキモノ染織文化
の革新 となって一世を風靡 した。江戸時代になって幕府が江戸(東 京)に 開か
れたが、京都 は文化の中心であ り続けた。やがて明治初年に東京が 日本の首都






染織工芸の うち、西陣の織物産業は機械化 をおこなうためにフランス ・リヨン
か ら技術導入をはか り、ジャガー ド機などの織機を持ちかえり、紋織物の量産
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化を実行 した。また染めの近代化 として染料の改良がお こなわれ、海外か ら化
学染料を取 り込み鮮明な色彩の染めが可能 となった。












その中で も西村総左衛門、飯田新七、川島織物合資会社 は重要 な役割を担っ





てお きたい。近世 ・近代か ら京都の様子 を記述すると次のようになるだろう。
江戸時代の京都には御所、幕府関係者、また諸大名など、身分制度における
支配階層の人たちが刺繍を愛用 したため刺繍の需要は大 きく、身分に対応 した
刺繍の内容 もきまっていたので刺繍の技術を維持することができた。明治維新








ち そう にしむらそう さ え もん いい だ しんしち
し千総(西 村総左衛門)、高島屋(飯 田新七)、川島織物合資会社が挙 げられる。
この3社 は貿易に重要な役割 を果たした。また、1903年の京都市美術工芸品輸















記録 を呈示 しなが ら考察していきたい
明治6年 にオース トリア万国博覧会が開催 され、 日本政府は刺繍、歓紗、
うちわ、刺繍などを出品 した。明治9年 のフィラデルフィア万国博覧会へ
も同種の製品を陳列 した ところ、非常に好評だった。このように外人の趣
向に適 したために(国 内の)刺 繍などは非常に発展 した。来日した観光客
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は、作品の大小はあって も必ず刺繍品をお土産 として本国に持ち帰 った。
又我が国の皇室、政府か ら外国の皇室、貴族、諸有名人への贈 り物 は、 日
本の美術作品の代表としてまず刺繍 またはビロー ド友禅 を選ぶ ことが多 く、
ます ますその名声 を博することになった。 ビロー ド友禅 とい うものは、明
治以後我が国独特の美術工芸品である。 ビロー ド地に友禅(で染めてから)、




で売価金は最高3000～4000圓位で、後は出来上が りの良さに応 じて決め ら
れた。
これらの製品は日清戦争 と第一次世界戦争 との問、我国の精華 として世








この記述は高島屋の内部資料であ り、時期を明確にしなが らビロー ド友禅の
盛衰を説明 している点が重要である。
高島屋が刺繍やビロー ド友禅などの美術染織作品に力 を注いだ時期は明治の





こと、ビロー ド友禅は明治期の 日本独 自の美術工芸品であった。 さらにビロー
ド友禅、刺繍作品の価格は最高3000～4000圓(現在の価格で1060万円～1410万





アルバー ト美術館に所蔵 されているものがある。 日本画の軸装の形式をとって
いる点が、初期の作品と考えられる。
これらが欧米の生活スタイルに合わせるようにタペス トリーや屏風、衝立類
へ展開した と思われる。 タペス トリーは京都での祇園祭の山鉾を飾る「見送 り」













屏風 の下 に別 のパ ネル を付 けて高 さを高 くして いる点が 日本 の室内 で使 う形式
よ りも欧米 の机 や椅子 を使 った生 活 に合 うように してい る ようだ。
ロ ン ドンの リバ テ ィ百貨 店 の通信 販売 用 のカ タログがナ シ ョナ ル ・アー ト ・
ライブ ラ リー に保存 されて いる。 この1899年の"Libertyyule-tideGifts(リバ
テ ィの ク リスマス シー ズ ンの贈 り物)"の17ペ ー ジに 日本 か ら輸 出 された染織
屏風 の見本類 が写真掲 載 され てい る。 もっ とも リバ テ ィで は高島屋 の もの を販
売 して い たか ど うか、 確 認 は取 れ て い な い。 こ こで は"FoldingDraughts-
Screens(Japanese)暖炉 隠 し屏 風(日 本 製)"と 呼称 され てい る。写 真 の説
明に 「刺繍」 とあ るか らこの よ うな種類 の ものが販 売 され た ことが わか る。
註
1)京都貿易協会編 『明治以降 京都貿易史』 昭和30年p.200









第2章 日本画 家 と刺 繍作 品制作
1、京都画壇の日本画家と染織業
明治初期の京都で日本画家が刺繍作品の下絵を制作することになった。その





友禅の図様 を一新 しようと思いました。(中略)竹 堂翁 を 「芯」 とし、望
ぎょくせん けいねん
月玉泉、今尾景年、其のほか格式の高い画家を招いて、本画で友禅の下画
を描いて もらいました。(中略)友 禅 も従来決まりきったまずい図様 を一






まちの間に世の中に広 まって、遂には今 日の盛況を見るに至 りました1)。
当時の京都画壇で有力な日本画家であった幸野楳嶺2)も当時の様子 について
西村総左衛 門と同様の趣旨のことを記述 している。
楳嶺は 「明治の六、七年頃に画家が非常に困難の境遇に陥 り」 と述べている。
次のような事態であった。
明治維新 になって、西洋から洋画(油 絵)が 入 って きた。洋画は西洋文化 と
いうことで持てはやされた。新政府の要人は旧来の武士階級であったか ら、漢
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籍の素養があったために南画(水 墨画)を 好んだ。このようにして油絵 と水墨










西村総左衛門はこの時期、新 しい友禅染 を開発 していた。 この友禅染織の下
絵のためにも多 くの日本画家が必要であった。さらに西村総左衛門は 「ビロー
ド友禅」 という新 しい染織品を開発 した。この ビロー ド友禅の下絵 も日本画家



















を描 くことも絵の勉強になるから下絵制作 にも精進するように指導 していた。
楳嶺の弟子の中でも特 に竹内栖鳳が 目覚ましい活躍 をした。
このようにして西村 と飯田はそれぞれの画家を引き入れて染織作品を制作す
ることになった。
高島屋を例 にあげて日本画家たちの働 きは次のようにまとめることがで きる。
① 歓紗など小型の染織作品では日本画家が直i接に描 く。 日本画家の自宅に材
料(被 紗や染料など)を届けてお き、自宅で日本画家が描いた。それを店
のものが集めてまわった。
② 高島屋に 「画室」 とい う作業室が用意されてお り、そこに 日本画家が出向
いて染織下絵を描いた。 日本画家たちがオリジナルな下絵 を作ることも多
かったが、次のような既存のものを応用 して下絵 を制作することもあった。
③ 既存の絵画などを応用 して染織用下絵に調整 した。現在調査中であるが、
欧州で収集された絵画の印刷物、実景写真などを基に日本画の材料で下絵
を制作 したようだ。

























































写真で示 した 「大獅子」はパ リ万博視察のため欧州に出張 したことから欧州
η
明治期京都 ・高島屋における染織作品下絵の制作過程の研究
でライオンを写生、これを元に帰国後 に一連の 「獅子」作品を制作 した。 この









竹内栖鳳以外の高島屋で働いていた日本画家の リス トは次の通 りである。
氏名(生 没年)、略歴を挙げた。
岸 竹堂(1826-97)滋賀県生れ、 日本画家。虎の写生で有名。帝室技芸員。
岸 錦水 〔生没年不詳〕岸 竹堂の子息。早い時点で逝去。
くに い お うよう
國井磨 陽(1868-1923)國井応 文 を継 ぐ、 円山派 画家。



























西洋の古い時代では芸術 と工芸 はart(術・技術)の 所産ということで密接
な関係をあった。区分 も厳密ではなかった。ルネサンス期になって芸術表現の
評価が高 まった。絵画 ・彫刻などの造形芸術 と実用性を持つ工芸の差が意識 さ
れ始めた。19世紀には純粋な芸術的表現 を追求することにな り、純粋芸術 と工






江戸時代の円山派の画家が制作 した原寸下絵(着 物図案)と 作品(キ モノ)
が現存 している。 これらの作品(キ モノ)は 、豪商三井家の婚礼衣装のため、
特別に画家に下絵を描かせたもの と考えられている。 日本画家が直接、キモノ





の場合は染色技術)を 持ち込んだとして も、現代で もそれほどの違和感はない。












5)拙 論 「明治期京都 の日本画 と染織 一竹内栖鳳 と高島屋 に注 目して一」
『デザイン理論』41号 意匠学会 平成24年11月
当時の有名な画家、デザイナーに限ってリス トアップしている
6)拙 論 「芸術(日 本画)と 工芸(染 織)の 融合 一明治期の京都一」
『東西文化の磁場』平成25年3月 国書刊行会
図1栖 鳳 「大獅子」 明治35年頃 藤田美術館(日 本画、絹本着彩、四曲一隻屏風、
239.0×281.8cm)
図2セ ントルイス万博の記録写真(高 島屋史料館所蔵資料)
本章は拙論 「明治期京都の日本画と染織 一竹内栖鳳 と高島屋に注目して一」『デ











かあるいは墨画着彩である。 このうちの何点かは 『高島屋貿易部アルバ ム』1)
に写真が掲載 されてお り、明治期 に海外へ輸出されたにちがいない。史料館で









書印」などが切断されているもの もあ り、元来はもうすこし大 きなサイズであっ
たことと思われるが、台紙サイズに合 うように再編集されたものと推察される。
さらに再編集された段階で概ね動物、風景などの写真などは組み替えて集めら





「明 治 年 間刺 繍 参 考 画 集 」図版 の分 類
闘 脳
■■囲■M■■一 ■ 犬s7点
西洋 西洋 花島355イty14点願 灘
馬 ・3点










西洋 ものが全体の四分の三(七 四%)を 占めてお り、 さらに西洋もののうち、
動物が三分の一 を占めていることがわかる。
さらに特徴を挙げると次のようになるだろう。
① 図版 ・写真のサイズが統一(意 図的に切断)さ れている。
動物:主 たる対象は犬とライオンである。犬を扱 った図版は57点、ライオ
ンは14点ある。なぜ これ らの動物の図柄が多いのであろうか。犬は身近な
動物であ り、生活を共にする動物の代表、 と考 えていたのであろうか。ラ
イオンは猛獣 としてハ ンティングの対象 と見ていたのでないだろうか。
② 人物:ミ ュシャのポスターが3枚 ある。アール ・ヌーヴォーの時期に対
応 しているのであろうか。
③ 風景:自 然が大半、建造物はほとん どない。
④ 日本の風景:富 士山が主で9点 ある。
このように把握することが出来る。
図版 に は出版 年や著作権取 得年 な どの図版 が公 にされた年代 が判明す る情 報
が記 載 され ている例が い くつか ある。次 にそれ らを呈 示 してみたい。
3-4"Pears'Annual1906"表紙(図 はp.82に掲載)=明 治39年







作 品名不 詳 〈"LcoyHuper1900"とサ イ ンあ り〉 二明治33年
4例呈示 したが、制作年などは元の作品が制作 された年 を示 している。個別
資料について、収集された年 を明 らかにすることは困難である。同時代の図柄
として通用するような資料を収集 したと考える必要があるだろう。また高島屋
が西洋に進出 し、フランス ・リヨンとロン ドンに代理店 を置いたのが明治32年
(1899)。ロン ドンでは明治42年(1909)に独立店舗を借 りて出張所 となり、大
正2年(1913)にリヨン代理店をロンドン出張所 に統合 した。その後、昭和14
年(1939)に第2次 世界大戦がはじまる際に日本 と英国とは敵性国家の関係 と
なったため出張所は閉鎖された。
このような経緯があるため、おお まかな年代 として明治後半か ら大正初期




画家が下絵 を創作す る場合 と下絵自体が具体的な別の作品をヒントにしてい
る場合や、別の作品を流用 している場合が想定される。
このようなケースについて、具体的な別の作品をヒントにしている場合、別
の作品を流用 している場合に源泉とい う呼び方で区別 して考 えてみたい。特定
の作品か ら流用するにして も1対1対 応 とは限らない。バ リエーションを作 り
出す可能性 もあるか ら 「源泉」 と呼んでおきたい。
筆者はこの 「明治年間刺繍参考画集」 と1904年セン トルイス万国博覧会出品
の染織作品の制作について比較検討 して4通 りの制作方法を提示 した。再録す
る。
1、日本画家が原画 を描 き、それを染織作品の下絵 とする。
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明治期京都 ・高島屋における染織作品下絵の制作過程の研究






















日本画家が自分の学んできた素養(知 識)を 元に 「創作下絵」 を制作 した場






のお土産品と考えるのが妥当であろう。 また 「参考画集」利用の方法 としては
タイ トルに刺繍とあるが、刺繍に限 らず、自社生産の染織品の図柄 として改変
して利用された事実がある。
「参考画集」の図版類収集の方法 としては高島屋ロン ドン支店の関係者が本
店(京 都)の 指示で収集 したと考えるのが穏当であろう。
「明治年 間刺繍参考画集」の内容は海外 で収集 されたと思われる白黒写真、
カラー印刷図版などが主である。 また国内の写真なども含 まれる。参考画が収
集された時期はスクラップされた写真類の著作権取得年などから推察すると、
1900年前か ら1910年あた りの期間を想定できる。この時期の英国を中心 とした











高島屋史料館所蔵の 『参考画集』は海外の印刷物か ら収集した写真 を再度撮
影 して拡大 して貼付 したオリジナル写真 を含む写真類 と絵画(写 真)の コレク
ションである。全容は1)を 参照。高島屋が作 り出 した源泉(『参考画集』)で
あるが、元来いずれか元になる写真な り絵画があった。 『参考画集』がいかに
作 り出されたか、 と考察 してみたい。
『参考画集』の図版の中で出所が明解なものがある。それを手掛か りに 『参
考画集』成立のい きさつを探 りたい と考 えていた。そこで平成28年度の京都女


















表 紙 の他 に次の3点 が"Pears'Annual"から採 取 され た もの と思 われ る。
左側 は全体図 と右 側 にサ イ ン"Pears"を拡大 して呈示 してい る。




















このような事実か ら、『参考画集』の中の図版の多 くが、この雑誌か ら採取
されたに違いない、と推察 した。 ネッ トでチェックすると大英図書館(英 国ロ





大 英 図 書 館 の 所 蔵 目 録 に よ る と 次 の よ う に な っ て い る 。
①"Pears'Annual"London1891-1926
From1893to1903publishedastheChristmasissueofPears'Pictorial.
邦 訳 「ピ アー ズ ・ア ニ ュア ル」 ロ ン ドン1891-1926





邦 訳 「ピアー ズ ・ピ ク トリア ル」 絵 入 り週 刊 誌 ロ ン ドン
1893年9月一1896年9月;1899年6月一1903年9月:No.1-24
ク リス マ ス特 集号 を 「ピア ー ズ ・アニ ュ ア ル」 と命名 してい る。




































ears'Annual"はA3サイズ縦使 いの 印刷物 で あ り、その 内容 は大 きな挿
絵 と読物 、各種 の広 告か らな る雑誌 であ る。 次に一例 を示 す。
さ らに特 別号 には4ツ 折 に畳 んだポス ターの印刷物が付 い ていて、読者が こ
れ を切 り取 って壁 に貼 り付 け るよ うにな っている。 この ピンナ ップ方式の 附録
が 当時、 評判 に な った よ うで あ る。逆 に この よ うに雑 誌 を切 り抜 くこ とが多
か った、とい う事情 か ら"Pears'Annual"が揃 って保存 されてい ない事情 になっ
てい る ようだ。
"P
ears'Pictorial"は"AnIllustratedWeekly"とあっ て 「週刊 誌」 と表記
され ている。 しか し表紙 の表記 を見 る と"QUARTERLY"(年 に4回 刊行)と
記載 されてい る。今 回、 閲覧 で きた冊 数が 限 られてい るため に全体 の実態 を確
かめ るこ とがで きない。 また実際 に閲覧 した ところ5・6ペ ー ジ程 度の雑誌 で
あ った。
実物 の閲覧 は実行 で きたのであ るが 、先 に推 察 した よ うな こ とはなか った。
即 ち、 上記27冊を閲覧 したが、 『参 考画集』 に貼 付 され た図版(西 洋 に関連 し




も確認 で きなか っ た。 実際 に 閲覧で きた上 記以外 の年の"Pears'Annual"に
掲 載 されてい るに違 い ない。今 後 は同時期 の絵 画な どの 出版物 な どに幅 を広 げ
て調査 、探索 す る必要 が あ る と思 われ る。今 回の調査 で"Pears'Annual"に
掲 載 さ れ て い た 出 版 物 の コ マ ー シ ャ ル に 次 の よ う な も の が あ っ た。













一方、「参考画集」3-Olの版画作品は同趣旨(無 背景で、ろ うそ くの灯 りに
照 らされた寝衣の少女)の 版画作品であ り、酷似 した表現(明 暗の強調、単一























1)拙著 『明治年間刺繍参考画集(高 島屋史料館所蔵)』平成28年3月 京都女子
大学研究叢刊53
最後にお礼を述べたい。
今回、京都女子大学宗教 ・文化研究所の研究助成をいただいて上記第4章 の
調査 を実行、"Pears'ANNUAL"を実際に閲覧することが出来た。記 して感
謝の気持ちを表 したい。
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